
 

 
 
1. はじめに 

積雪寒冷地

RC 床版）は

が複合的に作

調査により、

されている 1

進むにつれま

このような

には、その損

故等の要因に

しなければな

再劣化する事

補修工法が望

過去の研究

損傷部周辺の

クリートと既

や疲労耐久性

っている 2)。

前述のよう

の合理的な部

ながら、提案

いては、未だ

このような

久性を検討す

行った試験体

久性について

 
2．試験体概要

2.1 試験体概

図－１には

には試験体に

示す。 
試験体は、

縮小したもの

mm とした。

り厚が小さく

て縮小し、最

鉄筋は補修

い床版を想定

主筋、配力筋

筋は 100 mm
写真－１に

試験体の補修

道路橋

An Experime

 

地における道路

は、車両走行に

作用することに

RC 床版の陥
1)。このような

ますます増加す

な劣化により、

損傷が交通に直

になる可能性も

ならない。しか

事例も少なくな

望まれている。

究により、RC 
の脆弱化したコ

既設床版を確実

性を得るために

 
うな知見を基に

部分補修工法に

案の補修工法に

だ具体な検討を

なことから、本

することを目的

体に対して輪荷

て検討した。 

要および試験方

概要 

は、本試験に用

に用いたコンク

試験機の都合

のとし、その寸

寸法を縮小

くなるため、コ

最大 10 mm と
修工法の検討と

定し、丸鋼を用

筋ともφ6 とし

m 間隔で配筋し

には、補修を実

修は、実橋にお

橋 RC 床版

ental Study on th

土

土

大

北

路橋のコンクリ

による疲労のみ

により劣化・損

陥没等の損傷事

な損傷事例は、

することが容易

RC 床版に損

直接影響し、場

もあるため、早

かしながら、補

なく、合理的か

 
床版の損傷の

コンクリートを

実に一体化する

に重要であるこ

に、著者らは道

について提案し

に関する補修部

を行っていない

本検討では提案

的として、同工

荷重走行試験を

方法 

用いた試験体の

クリートの配合

合により道路橋

寸法は W 1,000
したことによ

コンクリートの

することで対

という観点から

用いることとし

し、主筋は 50 
している。 
実施した試験体

おいて陥没が生

版の補修工

he durability of

土木研究所 寒

土木研究所 寒

大阪工業大学

北海道大学大学

リート床版（以

みならず、凍害

損傷する。過去

事例が多数、報

橋梁の老朽化

易に予測される

損傷が生じた場

場合によっては

早急に補修を実

補修箇所が早期

かつ耐久性の高

の補修において

を除去し補修コ

ることが、耐荷

ことが明らかと

道路橋 RC 床
している。しか

部位の耐久性に

い。 
案の補修工法の

工法により補修

を実施し、その

の概要を、表－

合設計をそれぞ

橋床版を約 1/3
0×L 1,500×T
り鉄筋間隔や

の骨材寸法も併

対処している。

ら、施工年次の

した。その配筋

mm 間隔、配

体の状況を示す

生じた状況を想

工法の耐久

f the repair met

寒地土木研究

寒地土木研究

           
学院工学研究

以下、

害等

去の

報告

化が

る。 
場合

は事

実施

期に

高い

ては、

コン

荷性

とな

床版

かし

につ

の耐

修を

の耐

－１

ぞれ

3 に

T 75 
や被

併せ

 
の古

筋は、

配力

す。

想定

し

こ

た

コ

界

mm
下

2.

す

メ

無

水

粗

最

久性に関す

thod of construc

所  正会員

所  正会員

     フェロ

院    フェロ

実施している

とを想定し、

後、試験体と

ンクリートで

補修範囲は、

面にせん断力

m ) よりも大き

面を 225×22
2 試験方法

表－２には、

。試験は、補

ータとして実

（無:N、有:R
張:W）として

  

輪荷

φ6

60

30 31

60 65
30
31

65

表－

粗骨材の

最大寸法

スラ

ンプ

水

ン

mm cm

10 12 4

する実験的

ction of road br

  ○ 表  真

     岡田 

ー   松井 

ー    林川  

。併せて陥没

周辺をウォー

同等の 10 mm
補修し、補修

試験上最も厳

が作用するよ

きい範囲とし、

5 mm の矩形状

本検討で実施

修の有無のほ

施した。試験

）、２文字目

て表示している

φ6

荷重走行範囲(165mm×100

φ6

1500
25@50=1250

φ6

上面配筋 下面配筋

φ6

1500
25@50=1250

図－１ 試験

写真－１ 補修

－１ コンクリ

水セメ

ント比
空気量

水 

% % W 

48.8 4.5 159

的研究 

ridge RC slab 

真也 (Shin-ya
慎哉 (Shin-ya
繁之(Shigeyuk
俊郎(Toshiro H

没部の周辺が脆

ータジェット工

m の粗骨材を

修工法を再現し

厳しい条件を考

ように輪荷重の

、床版上面を 
状とした。 

施した試験ケー

ほか、乾燥・湿

験体名は１文字

に乾燥・湿潤

る。 

φ6

00mm)

橋 軸 方 向

60

7
5

27
24

1
00

1
00

φ

2
4

1
0
00

5
0

5
0

60

65
30

31

65

4
@1
0
0
=4
00

5
0

2
@1
0
0=
2
00

5
02
@
1
00
=2
0
0

10
0

1
00

60
0

験体概要 

修状況(上面) 

ートの配合設

単位量（k

水 セメント 細骨

W C S 

9 326 923

a Omote) 
a Okada) 
ki Matsui) 
Hayashikawa)

脆弱化している

工法 3)で処理し

を用いた超速硬

した。 
考慮し、打継部

の荷重幅 ( 165
245×245 mm

ースの一覧を示

湿潤条件をパラ

字目に補修の有

潤条件（乾燥:D

φ6

75
39 18

φ6

18

50
50

2
8

2
2

2
8

2
2

5
0

5
0

4
@1
00
=
40
0

50
2
@1
0
0=
2
00

502
@
1
00
=2
0
0

設計 
kg/m3） 

材 粗骨材混和材

G A 

3 931 3.26

し

硬

部

5 
m、

示

有

D、

材

平成25年度　土木学会北海道支部　論文報告集　第70号Ａ－６９



試験体の乾

る融雪期を想

て、水の影響

写真－２(a
湿潤条件にお

載荷荷重は

つ荷重を増加

験体の損傷状

本試験におい

体では 30 kN
165 mm、その

試験体の支

て考慮し、床

方向の２辺(長
性支持として

湿潤条件に

現した。その

工範囲を水没

また、その水

 
3 試験結果 

3.1 輪荷重走

図－２には

価走行回数 4

鉛直変位が急

図より、す

走行回数の増

1 ~ 2 mm 程
加に応じて鉛

変位の増加に

ここで、補

RD について

耐久性が高い

RD ではその

影響があるこ

性を有してい

つぎに試験

つの試験体は

ている。 
これらのこ

久性への影響

がないものと

さらに、乾

有無による差

潤状態による

かとなった。

また、湿潤

低下している

おり、補修後

床版と変わら

3.2 試験終了

表－３には

して示す。 
表より、試

乾燥・湿潤条件

想定したもので

響を確認するも

a) には、試験

おける試験体上

は 20 kN から

加させる漸増載

状況を考慮した

いては試験体 
N を最大荷重

の走行範囲は 
支持条件は、試

床版の連続性を

長辺)を単純支

ている。 
においては、試

の水張り範囲は

没させるため 
水深は 2～3mm

走行回数の比較

は、各試験体の
4）（P=30kN）

急増した時点を

すべての試験ケ

増加とともに鉛

程度で一度安定

鉛直変位も微増

により終局に至

補修の有無に着

てみると、補修

い評価となって

の最大荷重が結

ことも考えられ

いると判断でき

験体 NW と試

はほぼ同等の耐

ことから、本試

響は見られず、

と判断される。

乾燥状態、湿潤

差異がほとんど

る影響も通常の

 
潤状態とするこ

る。これは、著

後の耐久性に対

らないことが明

了後の試験体

は、試験終了後

試験体上面の損

件の差異は、積

であり、補修部

ものである。 
験の状況を、写

上面の状況をそ

開始し、１万

載荷とした。な

た最大荷重を適

ND で 35 kN
重とした。輪荷

1,000 mm であ

試験体を橋梁床

を再現すること

支持、走行直角

試験体上面に水

は、走行範囲全

1,300 mm × 
m 程度としてい

較 

の中央部の活荷

の関係を示す

を終局と判断し

ケースにおいて

鉛直変位も急激

定する。その後

増してゆく傾向

至っている。 
着目し、試験体

修を実施した試

ている。試験体

結果として異な

れるが、補修後

きる。 
試験体 RW につ

耐久性を有して

試験においては

本補修工法は

 
潤状態それぞれ

どない事から、

の床版と同様で

ことで、耐久性

著者らの過去の

対して水の与え

明らかとなった

の損傷状況 

後の試験体の損

損傷状況に着目

積雪寒冷地にお

部の耐久性につ

写真－２(b) に
それぞれ示す。

万回毎に 5 kN 
なお、試験時に

適宜定めており

N、その他の試

荷重のタイヤ幅

ある。 
床版の一部分と

とを目的に、走

方向の 2 辺を

水を張ることで

全体と補修材の

450 mm とし

いる。 

荷重鉛直変位と

す。なお、試験

し、終了してい

て、載荷初期に

激に増加し、概

後、走行回数の

向を示し、急激

体 ND と試験

試験体 RD がよ

体 ND と試験

なったため、そ

後にも同等の耐

ついてみると、

ている評価とな

は、補修による

は耐久性には問

れにおいて補修

本補修工法は

であることが明

性が 1/10 程度

の知見と一致し

える影響は通常

た。 

損傷状況を一覧

目すると、すべ

おけ

つい

には

 
ず

に試

り、

試験

幅は 

とし

走行

を弾

で再

の施

した。

と等

験は

いる。 
には

概ね 
の増

激な

験体

より

験体

その

耐久

、2
なっ

る耐

問題

修の

は湿

明ら

度に

して

常の

覧に

べて

の

た

瞭

砂

耐

設

両

試

本

直

既

も

こ

試
験

体
中

央
部

鉛
直

変
位

(m
m

)

試

(超

試験体で荷重

、その発生範

な差異は見ら

補修を有する

利化が生じて

耐久性の明確な

コンクリート

者は良好に付

次に、試験体

試験体において

試験において

変位の増大と

さらに、補修

設コンクリー

に、補修材と

れより、補修

(a) 試験状

写

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

0 20

体
中

部
鉛

直
位

図－２ 活荷

表

試験体名 補修

ND 無

RD 部分

NW 無

RW 部分

補修材 
超速硬 Co)

載荷位置近傍

囲についても

れない。 
試験体におい

おり、既設コ

差異はないも

と補修材料と

着しているも

下面の損傷状

、押し抜きせ

は、終局は押

考えられる。

を有する試験

トに連続する

既設コンクリ

材と既設コン

状況     

写真－２ 試験

,000 40,000 6

30kN等価

荷重鉛直変位と

表－２ 試験ケ

修状況
試験
条件 

無補修 
乾燥 

分補修

無補修 

湿潤 

分補修

― ― 

傍に砂利化が確

、それぞれの

いては、ｗその

ンクリートと

のと考えられ

の分離の傾向

のと判断され

状況に着目する

せん断破壊の傾

押し抜きせん断

 
験体に着目する

ひび割れが確

ートの分離は

ンクリートとは

 (b)水張りの

験時の写真 

0,000 80,000 1

価走行回数(回)

ND
RD

と等価走行回数

ケース一覧 

圧縮強度
(N/mm2) 

36.2 

39.9 

42.1 

38.8 

40.3 

確認できる。ま

の条件による明

の補修材料にも

補修材料との

れる。また、既

向は見られず、

れる。 
と、すべての

傾向が見られる

断破壊による鉛

と、補修材と

確認できるとと

は確認できない

は良好に付着し

の状況 

100,000 120,000

NW
RW

数の関係

弾性係数
(N/mm2) 

30.9 

32.3 

29.6 

32.3 

21.9 

明

の

既

の

。

鉛

い。

し

平成25年度　土木学会北海道支部　論文報告集　第70号



ているものと

 
4.まとめ 

本検討は、

目的として、

重走行試験を

ったものであ

結果をまと

1） 補修の有

られ、補

れる。 
2） 乾燥・湿

て、補修

であり、

3） その損傷

離は確認

コンク

る。 
 

今後は、本

 

 

 輪荷

と判断される。

床版の補修工

床版の補修を

を実施し、その

ある。 
とめると以下の

有無による耐

補修工法の耐

湿潤状態の差

修の有無にか

、その耐久性は

傷状態から補

認できなかっ

リートとは良

本検討では考慮

試

 

 

 

 

荷重走行範囲 

 

工法の耐久性を

を模擬した試験

の耐久性につい

のようである。

久性への影響

久性には問題

異が耐久性に

かわらず、通

は 1/10 程度に

修材と既設コ

た。これより

好に付着して

慮していない凍

試験体上面 

 
10

00
10
00

1
0
0
0

 

1
0
00

ひび割れ 

を検討すること

験体に対して輪

いて検討をおこ

 
響はわずかと考

題がないと判断

に与える影響に

通常の床版と同

に低下する。

コンクリートの

、補修材と既

ていると判断さ

凍害等の影響を

表－３ 試験

1500

1500

1500

1
2

1500

異音発生範囲

とを

輪荷

こな

考え

断さ

につ

同様

の分

既設

され

を検

討

を

参

1）

2）

3）

4）

験終了後の試験

試験体 ND

試験体 RD

試験体 NW

試験体 RW

 

囲  砂利化

討し、本補修工

深める所存で

 
考文献 
 三田村浩、

鉄筋コンク

への影響、

1431、2009
 三田村浩、

地における

について、

1248、2010
 五十嵐義行

によるコン

土木学会年

 松井繁之、

の耐久性向

ート技術協

トの発展に

1996．10

験体の損傷状況

範囲 剥落範

法の寒冷地に

ある。 

佐藤京、本田

クリート床版上

、構造工学論

9 
佐藤京、西弘

る既設鉄筋コン

、構造工学論

0 
行、加藤静雄、

ンクリートはつ

年次学術講演会

プレストレッ

向上について、

協会、第 6 回

に関するシンポ

況  
試験体下

 

 

 

1
0
00

10
00

1
0
0
0

10
0
0

範囲  角落ち

における耐久性

田幸一、松井

上面の凍害劣

論文集、Vol.5

弘明、渡辺忠

ンクリート床

論文集、Vol.5

今野久志、渡

つりによる効

会、Vol.59、20
ッシングによ

、プレストレ

プレストレス

ポジウム論文集

下面 

1500

1500

150

1

北側

1500

ち  □写真の損

性について検討

繁之：道路橋

化と疲労寿命

55A、pp.1420-

朋：積雪寒冷

版の延命手法

56A、pp.1239-

渡邊一悟：WJ
果検証実験、

004.9 
る道路橋床版

ストコンクリ

トコンクリー

集、pp163-168

0

0

0

側

0

損傷範囲

討

橋

命

-

冷

法

-

J

版

ー

8、

平成25年度　土木学会北海道支部　論文報告集　第70号



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages true
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth 8
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


